


員
研修会議 　掛川市議会では議員の政策立案や政策提言に関する能力の向上

を図り、市政の課題を広い視点から捉えるため、全議員で、議員
研修会を行っています。今回は、本年度行った主な
研修内容を紹介します。

現在の掛川市の求人状
況等を学びました。これ
からの労働環境の整備に
活かしていきます。

ハローワーク
掛川からの
情報提供
5/20

ハローワーク掛川

掛川市議会では、
議員全員で最新の情
報、知識を得るため、研
修を行っています。本年度
は、東京で行いました。
講義や現地調査を活かし
て、これからの市政に
繋げていきます。

東京研修を
実施

7/25・26

東京臨海広域防災公園「そなエリア東京」を視察

高レベル放射性廃
棄物を地層に安全に処
分するための研究や技術
の開発を行う施設を視察し
ました。浜岡原発につい
て考える参考としてい
きます。

瑞浪超深地層研究所を視察（地下300m）

東濃
地科学センター
（岐阜県瑞

みずなみ

浪市） 
を視察
11/7
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災害復旧
台風19号による
災害復旧費 追加

1億 2,559万円
台風19号で被害のあった

84施設(農業施設13、林業
施設６、土木施設60、その他
５)の施設修理

豪雨による土木施設
公共災害復旧工事費増

6,787 万円
（7,110万円→1億3,897万円）
　７月の豪雨で被害を受け
た市道の路肩や河川の護岸
を復旧

防 災
海岸防災林強化事業
費 増

3億5,600万円
（4億1,200万円→7億6,800万円）
盛り土材として受入を見込

んでいた公共残土の受入量
が減少したため、減少分につ
いて土砂運搬料を支払い、事
業の進捗を図る

ため池修理費 増
450万円

（550万円→1,000万円）
居沼池、丸池、瓦ヶ谷池、

東沢下池、村池、渡辺池、初
沢池の７池で取水施設や堤
体に不具合が発生したため

待機児童解消対策
保育士等就職応援資
金増　　　400万円

（400万円→800万円）
申請件数が増加したため

すずかけっこ保育園
改修経費 追加

385万円
1、２歳児の定員枠を広げる
〈その他〉
令和３年４月開園を目指

す認可保育園園舎等リース
料（限度額３億 8,264 万
円）、ちはまこども園整備
事業費補助金（限度額６億
3,918 万円）などに債務負
担行為※を設定

8億1,583万円
497億   220万円

補 正 額

補正後の予算額

その他の補正予算
一般職員人件費増  4,200万円（55億4,161万円→55億8,361万円）
人事院勧告を受け、給料表の30歳台半ばまでの職員が在職する号給の改訂を行い平均1,330円程度
の引き上げを行うほか、勤勉手当の支給月数を0.05月分引き上げ、４月に遡って支給等

交通安全施設整備事業費増  2,720万円（3,553万円→6,273万円）
通学路や園児移動経路の安全確保のための工事

掛川市・菊川市衛生施設組合負担金費 増  6,414万円（5億4,793万円→6億1,207万円）
資源物売払収入の減少および燃料費、施設補修費などの増加

地域協働環境整備費増  7,500万円（3億2,358万円→3億9,858万円）
市内の危険箇所や、地区からの要望に対応するための施設補修費等

※債務負担行為：将来の支出をあらかじめ約束する行為

令和元年度一般会計補正予算（第3号）の概要
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民
間
事
業
者
と
の
連
携
強
化
に

よ
る
更
な
る
防
災
力
向
上
施
策
を

災
害
時
の
対
応
策
と
し
て
、
地
域

の
ホ
テ
ル
・
旅
館
と
の
利
用
協
定

や
、
ス
ー
パ
ー
・
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等

集
客
施
設
で
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
配
布
、

防
災
に
関
し
て
の
情
報
発
信
な
ど
民
間

事
業
者
と
の
さ
ら
な
る
連
携
強
化
が
必

要
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

防
災
を
意
識
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
努
め
て
い
く

県
と
市
そ
れ
ぞ
れ
で
旅
館
組
合

と
災
害
時
に
お
け
る
施
設
利
用

の
協
定
に
向
け
た
協
議
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ス
ー
パ
ー
や
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
な
ど
と
物
資
供
給
等
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
の
締
結
を
進
め
て
い

ま
す
。
特
に
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
は
、

平
常
時
か
ら
防
災
用
品
を
集
め
た
防
災

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
も
配
布
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
も
さ
ら
に
協
力
事
業
所
を
増
や

し
、
日
頃
か
ら
生
活
の
中
で
防
災
を
意

識
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
更
な
る

防
災
意
識
向
上
施
策
を

自
然
災
害
を
よ
り
「
我
が
こ
と
」

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

地
域
の
み
な
さ
ん
と
協
働
で
制
作
を
行

う
地
域
別
の
防
災
啓
発
ポ
ス
タ
ー
が
必

要
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

要
望
が
あ
れ
ば
地
域
と
協
働
で

作
成
す
る

地
区
防
災
計
画
の
策
定
や
見
直

し
を
進
め
る
中
で
、
要
望
が

あ
れ
ば
公
会
堂
等
に
掲
示
で
き
る
地

域
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
、

地
域
と
協
働
で
作
成
す
る
よ
う
努
め

て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

•
保
険
者
機
能
強
化
推
進
交
付
金
に
関
し
て

メ
ガ
風
力
発
電
施
設
は
環
境
保

全
に
留
意
し
て
導
入
検
討
を

八
高
山
周
辺
に
建
設
予
定
の
風
力

発
電
施
設
（
仮
称
ウ
イ
ン
ド
パ
ー

ク
遠
州
東
部
風
力
発
電
事
業
）
が
環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
か
け
ら
れ
て
い
る
。

保
安
林
・
水

源
か
ん
よ
う

林
・
鳥
獣
保

護
区
で
あ
る

場
所
へ
の
建

設
は
環
境
保

全
や
防
災
の

立
場
か
ら
、

十
分
な
市
民

合
意
形
成
と

検
討
を
。

事
業
者
と
協
議
し
な
が
ら
、適
切

な
措
置
を
講
じ
て
い
く

地
球
温
暖
化
防
止
や
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
抑
制
の
観
点
か
ら
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
普
及
さ
せ
て
い

く
必
要
が
あ
り
、
掛
川
市
と
し
て
も
適

切
な
導
入
を
進
め
て
い
き
ま
す
。　
　

　

現
段
階
で
は
、
具
体
的
な
計
画
内
容

が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
今
後
の
事
業

者
の
動
向
を
注
視
し
て
、
基
礎
自
治
体

と
し
て
適
宜
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
て

い
き
ま
す
。

安
心
し
て
年
が
重
ね
ら
れ
る

介
護
保
険
制
度
に

介
護
を
自
己
責
任
に
せ
ず
、
行
政

が
責
任
を
持
っ
た
運
用
を
す
る
事

が
重
要
。
介
護
度
の
低
い
段
階
で
の
適

切
な
介
護
認
定
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
よ
っ
て
重
症
化
も
防
ぐ
事
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。

適
切
な
時
期
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

が
重
度
化
防
止
に
有
用
で
あ
る

適
切
な
時
期
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
が
重
度
化
防
止
に
有
用

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、
市
職
員
、
リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
職
員
が
、
適
切
な
時
期
に
要

介
護
認
定
申
請
の
案
内
や
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
導
入
な
ど
の
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。

創
世
会

山
本
裕
三

日
本
共
産
党

勝
川
志
保
子

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

豪雨災害による倒木

風力発電施設計画のある掛川市北部
八高山周辺 ( 市役所からのぞむ )
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家
庭
で
出
来
る
温
暖
化
対
策

推
進
策
を

市
民
が
出
来
る
温
暖
化
対
策
と
し

て
、
緑
の
エ
コ
カ
ー
テ
ン
が
あ
る

が
、
掛
川
市
が
積
極
的
に
推
進
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
伺
う
。

民
間
主
導
で
進
め
な
が
ら
市
も

支
援
し
て
い
く

こ
の
事
業
は
現
在
、
民
間
主
導

で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

後
も
民
間
の
力
で
や
っ
て
い
く
中
で
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
市
も
支

援
を
考
え
て
い
ま
す
。

温
暖
化
対
策
推
進
へ
の
覚
悟
を

示
す
た
め
に
掛
川
城
の
ラ
イ
ト

ダ
ウ
ン
を

掛
川
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
の
改
定
に
よ
り
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
削
減
目
標
が
示
さ
れ
た
。
こ

の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
相
当

の
努
力
と
覚
悟
が
必
要
で
あ
る
。
掛
川

市
の
強
い
覚
悟
を
表
す
た
め
に
掛
川
城

の
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
が
出
来
な
い
か
伺

う
。

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
は
考
え
て
い

な
い

掛
川
城
は
、
夜
間
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
で
、
よ
り
一
層
掛
川
市

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
存
在
感
を
示

す
と
と
も
に
、
東
海
道
新
幹
線
の
車

窓
か
ら
も
見
え
る
た
め
、
観
光
振
興

や
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に

大
き
な
Ｐ
Ｒ
効
果
が
あ
り
ま
す
の
で
、

今
の
と
こ
ろ
廃
止
は
考
え
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
検
討
す
る
な

ど
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
温
暖
化

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

災
害
時
、
よ
り
適
切
な
対
応
を

行
う
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
を

災
害
対
策
本
部
の
各
班
ご
と
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
一
つ
ひ
と
つ
が
現
実
に

即
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
、
検
証
・

更
新
す
る
と
と
も
に
、
災
害
の
種
類
・

規
模
に
合
わ
せ
全
体
が
見
通
せ
る
形
の

時
系
列
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
が
有
効
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

横
断
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

様
式
を
考
え
て
い
く

本
年
度
の
防
災
訓
練
で
は
、
本

部
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ

て
、
各
班
が
訓
練
計
画
を
立
て
、
実

動
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
検
証
を
行
い
ま
し
た
。
今
後

は
そ
の
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
横
断
的

に
見
ら
れ
る
よ
う
な
様
式
を
考
え
て

い
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
防
災
対
応
力
を

高
め
る
支
援
や
指
導
を

地
震
・
津
波
・
水
害
・
火
災
な
ど

災
害
の
種
類
に
よ
り
対
応
が
異
な

る
避
難
に
つ
い
て
、
周
り
の
状
況
を
瞬

時
に
判
断
し
行
動
で
き
る
よ
う
指
導
す

る
事
が
大
切
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

訓
練
を
通
じ
て
身
に
つ
け
て

い
く

各
学
校
で
防
災
に
対
す
る
課
題

を
出
し
て
、
防
災
対
応
能
力

を
身
に
つ
け
る
訓
練
方
法
を
検
討
し
、

訓
練
を
通
じ
て
身
に
つ
け
て
い
け
る

よ
う
な
取
り
組
み
を
考
え
て
い
き
ま

す
。

共
に
創
る
掛
川

富
田
ま
ゆ
み

ア
ク
テ
ィ
ブ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・

公
明
ク
ラ
ブ

松
浦
昌
巳

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

アサガオカーテン温度比較

千浜小学校  下校時津波避難訓練
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砂さ

防ぼ
う

堰え
ん

堤て
い

設
置
が
必
要

山
間
部
の
河
川
・
沢
の
河
床
低
下

が
進
み
、
道
路
や
森
林
の
崩
落
が

懸
念
さ
れ
る
。
事
前
に
堰
堤
を
設
置
す

る
こ
と
が
必
要
。
砂
防
堰
堤
工
事
の
実

態
と
見
解
を
伺
う
。

県
に
要
望
を
し
て
い
く

堰
堤
を
設
置
す
る
事
業
に
は
、

砂
防
事
業
と
治
山
事
業
が
あ

り
、
市
内
で
は
砂
防
事
業
は
42
基
、
治

山
事
業
は
、
８
０
０
基
設
置
し
て
い
ま

す
。
未
だ
堰
堤
等
の
対
策
が
必
要
な
箇

所
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
引
き
続
き

地
元
と
調
整
を
図
り
、
事
業
の
推
進
に

つ
い
て
県
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

原
野
谷
学
園
新
た
な
学
園
づ
く

り
地
域
検
討
委
員
会
の
答
申
を

受
け
て３

月
13
日
の
地
域
検
討
委
員
会
の

答
申
か
ら
、
す
で
に
８
ヶ
月
以
上

が
経
過
し
た
。
ど
の
よ
う
な
視
点
で
検

討
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。
大
き
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

委
員
会
を
設
置
し
て
、
検
討
し
て

い
く

教
育
の
視
点
の
み
な
ら
ず
、
ま

ち
づ
く
り
や
防
災
、
公
共
施
設

の
再
配
置
な
ど
の
多
面
的
な
視
点
か

ら
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
研

究
成
果
を
基
に
、
来
年
度
か
ら
外
部

有
識
者
、
学
校
関
係
者
や
市
民
を
委

員
と
し
た
委
員
会
を
設
け
て
、
学
区

の
再
編
成
や
学
校
施
設
の
整
備
方
針
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
掛
川
型
小
中
一
貫
校
の

モ
デ
ル
校
と
し
て
い
ち
早
く
設
置
で

き
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

•
縁
結
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
状
況
に
つ

い
て

犯
罪
被
害
者
等
支
援
制
度
や

条
例
制
定
を

静
岡
県
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

が
平
成
27
年
に
制
定
さ
れ
、
県
内

で
も
条
例
を
制
定
し
た
市
町
や
検
討
中

の
市
も
あ
る
。
今
後
、
安
全
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
に
、
犯
罪
被

害
者
等
支
援
制
度
や
条
例
制
定
に
向
け

た
検
討
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

ど
の
よ
う
な
政
策
が
考
え
ら
れ
る

か
検
討
し
て
い
く

誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
に
す
る
こ
と
が
最
も

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
犯
罪

の
撲
滅
か
ら
被
害
者
へ
の
支
援
ま
で
、

ど
の
よ
う
な
政
策
が
考
え
ら
れ
る
の

か
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
現
在
、
掛

川
警
察
署
と
情
報
共
有
を
進
め
る
と
と

も
に
条
例
制
定
に
向
け
た
勉
強
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

道
の
駅
掛
川
等
の
防
災
整
備
へ

の
対
応
は

改
訂
さ
れ
た
掛
川
市
地
域
防
災
計

画
・
地
震
防
災
施
設
の
整
備
方
針

の
中
に
、
防
災
上
重
要
な
建
物
の
整
備
と

し
て
、
道
の
駅
等
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

の
整
備
を
図
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

国
土
交
通
省
と
協
定
を
結
び
対
応

し
て
い
た
だ
く

道
の
駅
掛
川
に
つ
い
て
は
、
国

土
交
通
省
と
、
防
災
機
能
の
提

供
範
囲
の
明
確
化
や
、
避
難
者
に
対
す

る
適
切
な
機
能
提
供
を
目
的
と
し
た
協

定
締
結
に
向
け
、
調
整
を
行
っ
て
い
ま

す
。
国
土
交
通
省
で
は
、
全
国
の
道
の

駅
に
優
先
順
位
を
つ
け
な
が
ら
、
非
常

用
電
源
や
防
災
備
蓄
庫
の
設
置
、
防
災

ト
イ
レ
の
配
備
な
ど
を
進
め
て
い
く
予

定
で
す
。

志
誠
会

草
賀
章
𠮷河床低下による崩落

本年度開催された犯罪被害
者等支援講演会のチラシ

ア
ク
テ
ィ
ブ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・

公
明
ク
ラ
ブ

窪
野
愛
子

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A
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民
間
に
よ
る
大
規
模
風
力
発
電

所
計
画
は

掛
川
市
と
周
辺
に
か
け
て
国
内
最

大
級
と
い
わ
れ
る
風
力
発
電
所
が

計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
と
、
影
響
を
受
け
る
絶
滅

危
惧
種
の
保
護
と
い
う
両
立
が
難
し
い

課
題
に
つ
い
て
、
市
長
は
ど
の
よ
う
な

考
え
方
で
臨
む
の
か
。

最
善
の
方
向
性
を
求
め
て
い
く

環
境
影
響
評
価
を
進
め
る
中

で
、
希
少
野
生
動
植
物
に
ど
の

よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
見
極
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
希
少
野
生
動
植

物
へ
の
配
慮
と
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
は
い
ず
れ
も
重
要
な
課

題
な
の
で
、
環
境
影
響
評
価
に
お
い

て
最
善
の
方
向
性
を
求
め
て
い
き
ま

す
。

監
査
委
員
か
ら
示
さ
れ
た
決
算

審
査
意
見
へ
の
対
応
は

審
査
意
見
に
あ
っ
た
、
課
を
ま
た

い
だ
事
業
の
効
率
的
効
果
的
な

推
進
や
重
複
し
た
事
業
の
統
廃
合
に
つ

い
て
、
い
つ
ま
で
に
、
ど
の
程
度
ま
で
、

ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
の
か
。

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
運
用

を
検
討
し
て
い
く

事
業
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
に
運
用
し
て
い

く
こ
と
が
、
よ
り
効
率
的
か
つ
効
果

的
か
、
重
複
し
た
事
業
の
統
廃
合
を

含
め
、
随
時
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

•
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
運
用
に
つ
い

て

小
中
一
貫
校
の
整
備
検
討
は

市
長
部
局
主
導
の
取
り
組
み
を

小
中
一
貫
校
の
整
備
は
、
地
域
の

魅
力
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
で
あ

り
、
教
育
の
み
の
議
論
で
は
お
さ
ま
ら

な
い
。
今
後
は
教
育
委
員
会
主
導
で
な

く
、
市
長
部
局
主
導
の
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

市
長
部
局
と
連
携
し
な
が
ら
教
育

委
員
会
主
体
で
進
め
る

こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
望
ま
し
い
教
育
環
境
を

整
備
す
る
「
子
ど
も
フ
ァ
ー
ス
ト
」
の

考
え
を
最
重
視
す
る
べ
き
な
の
で
、
教

育
委
員
会
が
主
体
と
な
っ
て
進
め
る
べ

き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
校
再
編
だ

け
で
な
く
、
公
共
施
設
の
複
合
化
を
推

進
す
る
た
め
に
、
市
長
部
局
と
密
接
に

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

保
育
園
の
整
備
に
は
十
分
な

検
証
を令

和
３
年
開
園
の
90
人
規
模
の
保

育
園
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
、
開

園
を
１
年
前
倒
し
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

国
の
交
付
金
が
見
込
め
ず
、
市
の
負
担

す
る
建
設
費
が
３
億
円
以
上
増
え
る
が
、

そ
の
よ
う
な
判
断
を
し
た
理
由
を
伺
う
。

一
人
で
も
多
く
の
待
機
児
童
を

解
消
す
る

財
政
的
視
点
や
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
観
点
に
立
て
ば
、

国
の
交
付
金
を
受
け
、
民
間
主
導
で

施
設
整
備
を
行
う
方
式
も
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
令
和
３
年
度
以
降
、
待
機

児
童
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
計
画
的
な
保
育
施
設
の
整
備
を

行
い
、
目
の
前
の
待
機
児
童
を
一
人

で
も
多
く
解
消
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る

と
判
断
し
ま
し
た
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

•
大
型
商
業
施
設
誘
致
に
つ
い
て

•
掛
川
茶
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
２
０
に
つ
い
て

共
に
創
る
掛
川

鈴
木
久
裕

Q

QA

A

A

A

創
世
会

嶺
岡
慎
悟

Q

Q

計画地付近に生息する絶滅危惧種の
クマタカ
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東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
応
援
策
と
振
興
策
は

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い
て
輝
く

か
け
が
わ
応
援
大

使
の
み
な
さ
ん
の

メ
ダ
ル
獲
得
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

会
場
へ
の
応
援
方

法
を
い
か
に
考
え
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
策

に
繋
げ
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
伺
う
。

よ
り
多
く
の
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に

接
す
る
機
会
を
提
供
し
て
い
く

出
場
選
手
の
壮
行
会
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
こ
の
大
会
を
契
機
に
今

後
は
障
が
い
の
あ
る
方
を
含
め
、
よ
り

多
く
の
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
接
す
る
機

会
を
提
供
し
、
掛
川
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
一
層
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

生
産
年
齢
人
口
の
転
入
増
加
に

繋
が
る
企
業
誘
致
策
を
伺
う

10
年
、
20
年
後
を
見
据
え
た
掛
川

市
の
人
口
増
加
策
に
繋
が
る
雇
用

を
生
み
出
す
企
業
誘
致
を
い
か
に
考
え

る
の
か
。
ま
た
、
掛
川
新
エ
コ
ポ
リ
ス

第
３
期
工
業
団
地
に
つ
い
て
は
、
菊
川

市
と
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
広
域
な
計

画
策
定
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ｉ
Ｔ
化
の
補
助
や
安
心
し
て
働

け
る
環
境
づ
く
り
を
行
う

新
た
な
工
業
団
地
の
造
成
と
共

に
、
生
産
施
設
の
Ｉ
Ｔ
化
の
補

助
、
女
性
等
の
労
働
参
加
を
支
援
す
る

こ
と
で
、
安
心
し
て
働
け
る
環
境
作
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

地
域
で
得
ら
れ
る
一
人
当
た
り
の
所
得

が
増
え
、
さ
ら
に
福
利
厚
生
が
改
善
さ

れ
、
人
を
引
き
つ
け
る
魅
力
を
持
っ
た

「
選
ば
れ
る
ま
ち
」
と
な
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
菊

川
市
長
へ
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

•
掛
川
市
が
誇
る
伝
統
工
芸
品
「
葛
布
」
に

つ
い
て

　常任委員会ごとに１年間の研究テーマを定め、これまで調査研究を重ねてき
ました。また、議会報告会では調査内容を市民の皆さんにお示しし、意見交
換を行いました。今回その内容に基づき、市当局と議論する場として、委員会
協議会を開催いたしました。ここでは、議論された内容の要旨を掲載します。

　　公共施設の在り方
　掛川市が保有する公共施設等をすべて維持していくためには今後、毎年30億
円予算が不足すると試算されており、今後の統合・再配置などにより不足額の
解消が必要です。議会としても、公共施設のあり方については、避けて通れない
市政の重要課題だと考えており、市当局からの提案に対して適正な判断ができ
るように、本年度のテーマとして定めました。

本年度の共通テーマ

創
世
会

小
沼
秀
朗

Q

Q

A

A

山本篤選手 2016 年リオパラリンピック
出場壮行会

年間テーマを定め活発な議論
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委員長 小沼秀朗総務委員会
　当委員会は、「本庁・支所からみる公共施設の今後のあり方」について大東支所
をモデルに調査研究と協議を重ね、また、以下の広聴の機会によるご意見等を踏ま
えて当局と意見交換を行いました。

協
議
会
の
主
な
意
見

●市内公共施設の今後の利活用を民間へプロポーザルにて募る方法も有効である。

●大須賀支所はフロアの一部を、ＪＡ遠州夢咲に貸し出している。大東支所も支所内施設や隣接
する公共施設を集約し、民間へのフロア貸しを検討すると良い。

●民間活力を導入した複合施設とした場合、セキュリティ対策を万全にしていく必要がある。

●公共施設マネジメントは、統廃合の推進だけではなく、市のブランドメッセージ「あなたの夢、
描いたつづきは掛川で。」の言葉の様に、統合の先の新たな魅力を示していく必要がある。

●大東支所展望台からの眺めが好評で、中高生からも有効活用を望む意見があった。インスタ映
えスポットとしてのPRや展望アートの創設等、若者の発想を取り入れ検討すべきである。

●津波等の有事に備え、大東支所屋上に行ける外階段を設置すべきである。

●大東保健センターの児童館は充実しており、多くの市民に活用していただけるように、よりPR
が必要である。子ども達や保護者の方が集えるカフェ、ランチ店舗の設置を検討すると良い。

●大東・大須賀区域は、医療機関が少ない。大東保健センター1階を今後、地域医療の核として
医療充実に向けて取り組むべきである。

老人福祉センターを視察（山王荘・大坂区）

大東支所の活用方法について地元区長会長と意見交換

大浜中学校・西中学校・掛川西高等学校生徒とテレビ意見交換

放課後等デイサービスを視察（みなみかぜ・三俣区）

●大浜中学校区地区区長会会長と意見交換
●大浜中学校・西中学校・掛川西高等学校生徒とテレビ会議による意見交換
●議会報告会（質疑、アンケート等）

総務委員会
広聴の機会

まとめ
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まとめ

　当委員会では年間テーマを「公共施設マネジメントにおける目的と成果の観
点による施設のあり方検証について」とし、市内の公共温泉施設をモデル施設
として調査研究を行いました。

調査研究を行うにあたり
　当市には、「市民の健康増進」を目的とした「森の都ならここの湯」と、「大東温泉シート
ピア」の２つの公共温泉施設があります。しかし、維持管理費や老朽化による施設の修繕費
などの財政負担が生じています。この財政負担を解消するためには、当初の目的だけでなく、
観光、産業振興についても検討していく必要があるのではないかという考えから調査研究を
始めました。

調査方法
　現場主義に基づき、現地に赴き当市にある２つの温泉施設と比較しながら、様々な温泉施
設運営者や自治体関係者との意見交換を重ね、検討を行いました。

●設置目的については、福祉の充実から、地域の方を大事にしながらも、施設に付
加価値をつけ交流人口を増やす方向に変更する必要があること。

●料金設定については受益者負担の観点から検討する必要があること。
●民間企業の提案を幅広く伺い、民間投資をより誘発する条件整備を行う必要があ
ること。

委員長 山本裕三環境産業委員会

官民の温泉施設の調査(川根温泉ふれあいの泉・島田市)

温泉施設との相乗効果が期待される施設を調査
 （三ツ星オートキャンプ場・川根本町）

民間に賃貸した温浴施設を視察
 （オーパーク おごせ・埼玉県越生町）

事業者との話し合い(テレビ会議)
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委員長 窪野愛子文教厚生委員会
　当委員会は、「幼稚園のあり方について」を年間の研究テーマと定め、定期的
に協議を重ねてきました。市内幼稚園・保育園のこども園化に伴い、空き施設
となる建物等の跡地利用について、議会報告会からの市民意見も踏まえて、当
局と意見交換を行いました。

～今後空き施設となる施設の利活用について～
●市民に対して、市の方針を早めに伝え、維持費や解体費等も示し、理解を得ること。
●地区が必要な施設として利用を考えた場合は、その運営については市も交え、
地域住民が研究し維持管理費等も自立した形で賄えるように考えていくこと。

●さら地にして、売却も選択肢とすべきこと。

　当局より、「旧睦浜幼稚園舎については、庁内と地元に対し活用の意向調査を行ったが、
要望がなかったため、解体することになったことと、解体費については数千万円かかると
予想され、建物を維持管理する場合は毎年 200万円から 300万円を要する。今後、こど
も園化に伴う空き施設は、地元への活用意向調査等を丁寧に行っていきたい。」という説明
がありました。
　議会報告会では、市民の皆さんからは有効活用を望む声、施設の耐震性を心配する声、
さら地にして売却することを望む意見もありました。

まとめ

災害時に飲料水として利用できるプール棟を視察
 （三重県亀山市立川崎小学校）

旧小学校施設をリノベーションした複合施設を視察
 （愛知県春日井市グルッポふじとう）

お茶が飲めるカウンターや和室などがあるふれあい活動室
を視察（三重県亀山市立川崎小学校）

湖西市議会で教育施設の公共施設マネジメントについて視察 
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多くの皆さんのご参加、ご協力ありがとうございました。
　市民の皆さんに、掛川市議会がどんな活動をしているのか、また、市の重要課題にどう対応し
ているのかを知っていただくとともに、ご意見を伺い、議会活動に活かすため、議会報告会を開
催しました。542 人（前年度比 7人減）の方にご参加をいただき、多くのご意見をいただきました。

常任委員会の取り組みについて
総 務 委 員 会 大東支所をモデルとした公共施設の今後の有効活用
環境産業委員会 持続可能な温泉施設のあり方
文教厚生委員会 教育施設の未来に向けて

　今年度初めて、議会報告
会に手話通訳者の派遣を
大浜中学校区で行い、多く
の方々にご参加いただき
ました。

■会場と参加人数
開催日 地　域 会　場 参加人数

11月  4日（月）原野谷中学校区 原谷地域生涯学習センター 26人

5日（火）大浜中学校区 大東支所３階市民交流
センター 94人

6日（水）城東中学校区 大東北公民館 68人

11日（月）北中学校区 西郷みらい館 48人

11日（月）東中学校区 南郷地域生涯学習センター 57人

12日（火）栄川中学校区 東山口小学校体育館 42人

13日（水）大須賀中学校区 大須賀支所２階市民交流
センター 53人

14日（木）西中学校区 市役所４階会議室１-Ａ・Ｂ 106人

22日（金）桜が丘中学校区 桜木ホール 48人

合計542人

❶議会報告

❷意見交換

開 催 内 容

議会報告会の様子

～「市民に、より開かれた議会」～

令和元年度 議会報告会開催
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大東温泉シートピアの施設管理に市の負担が多くあることがよくわかった。

大東温泉シートピアは、掛川市南部海浜エリアの観光交流の核となる施設となることを期待したい。

他地区施設との比較した内容でわかりやすかった。

学童保育を希望する子どもが大変増えています。空き施設を、未来ある子どもたちのために活用していた
だきたい。

同じ掛川市でも、地域により人口増減があり、統合・閉鎖は仕方ない部分もあるが、高齢者も増えており、
市は施設運営を地域に任せて、せっかくある公共施設は活用してほしい。

運営費や将来施設を解体する時の費用の問題がクリアできれば、地域住民の集いの場として利用可能になると
思う。時間をかけて検討していく必要があるが、公共施設再配置計画もあるので、のんびりもしていられない。

空き施設はコストをかけずに活用する。または、更地にして売却も選択肢の一つ。かなり勇気のいる決断
であるが、避けて通れない。モデルケースで実行してみる価値はある。

会場は集まりやすさ、照明、音響等を考慮して決定してほしい。

現報告会は地区役員等の比較的高齢男性が参加しやすい時間帯の開催となっている。新たな参加者層を求
めるには、開催方法の検討が必要。

大変よく研究しており、参考になった。　　　　　　　　　 地元中学校区の話題をとりあげてほしい。

特定の人が何回も長く質問しているのは改善が必要。　　　  夢のある話、前向きな話を聞きたい。

毎回、調査や中間報告が多く、インパクトを感じない。

環 境 産 業 委 員 会

文 教 厚 生 委 員 会

全 体

総 務 委 員 会

皆さんからの主なご意見（アンケート・会場での質疑より）

大東支所のスペース（２階、３階部分）を、防災拠点（市民ニーズの最たるものではないか）として確立
すべきと考えます。

南部地域の開業医は少なく、医師の高齢化が進み、後継者もいない診療所が多い。災害時も医者がいないと
困りますが、普段の生活でも大変困ります。早く御前崎市のような、家庭医療センター等をつくってほしい。

大東支所の展望台のアピールをもっとする。一度行ってみたいと思わせる何かを考える。

若者から意見を聞く姿勢は良い。
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○令和元年度掛川市国民健康保険特別会計補正予算
（第２号）について
職員の増員と本年度の人事院勧告に伴う職員人件費の増額

○令和元年度掛川市後期高齢者医療保険特別会計
補正予算（第２号）について
人事異動に伴う職員人件費の減額

○令和元年度掛川市介護保険特別会計補正予算（第
３号）について
本年度の人事院勧告に伴う職員人件費の増額

○令和元年度大坂・土方工業用地整備事業特別会計
補正予算（第１号）について
実施設計委託、造成工事の実施期間を２年延長し、令和
元年度から令和５年度に変更

○令和元年度掛川市簡易水道特別会計補正予算（第
１号）について
施設修理費の増額等

○令和元年度掛川市公共下水道事業特別会計補正予
算（第２号）について
来年度からの企業会計運用に伴うシステム開発委託料の
追加と償還利子額が確定したことによる公債費の減額

○令和元年度掛川市農業集落排水事業特別会計補正
予算（第１号）について
本年度の人事院勧告に伴う職員人件費の増額

○令和元年度掛川市浄化槽市町村設置推進事業特
別会計補正予算（第１号）について
人事異動に伴う職員人件費の減額と償還利子額が確定し
たことによる公債費の減額

○令和元年度佐束財産区特別会計補正予算（第１号）
について
台風19号により、区有地の一部で土砂崩れが発生したた
め、復旧工事費を計上 

予

算
○土地の取得について
大坂・土方工業用地、約10haを地権者80人から
取得

○掛川市道路線の廃止について
大坂・土方工業用地・西工区の整備に伴い、工区内
の３路線を廃止

○掛川市道路線の認定について
民間開発に伴う新設道路等の６路線を認定

○掛川市道路線の変更について
大坂・土方工業用地・西工区の整備や道路台帳の
見直しに伴い、８路線の終点を変更

そ

の

他

○人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
について
人件擁護委員の推薦について同意

人
事

○掛川市簡易水道事業及び下水道事業の地方
公営企業法の適用に伴う関係条例の整備に関
する条例の制定について
簡易水道事業及び下水道事業について地方公営企業
法を適用することに伴い、関係する15本の条例を改正

○掛川市職員の給与に関する条例等の一部改正
について
本年度の人事院勧告を踏まえ、一般職員の給与を改定

○掛川市水道事業給水条例等の一部改正につ
いて
水道法や水道法施工令の改正に伴い、指定工事店
の更新手数料を制定

○掛川市排水設備指定工事店条例の一部改正
について
指定工事店の指定に伴う適合項目を改正

条

例

■賛否の分かれた議案（賛成多数可決 )　　  ○賛成　×反対
創 世 会   AMK＊ 共掛＊ 至＊ 志

＊
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○令和元年度掛川市一般会計補正予算（第３号）について
　３ページをご覧ください ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ×

○令和元年度掛川市水道事業会計補正予算（第１号）について
原里配水池改修工事の工事発注が遅れたことに伴う工事
請負費の減額や水道施設管理業務の委託範囲の拡大等

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ×

○掛川市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条
例の一部改正について ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ×

○掛川市特別職の職員で常勤のものの給料等に関する条例
の一部改正について ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ×

○掛川市教育長の給与及び勤務時間等に関する条例の一部
改正について
本年度の人事院勧告を踏まえ、市議会議員や市長、副市
長、教育長の期末手当の支給割合を改定

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ×

○公の施設の指定管理者の指定について（掛川市生涯学習センター） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ×

○公の施設の指定管理者の指定について（掛川市美感ホール） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ×

○公の施設の指定管理者の指定について（掛川市文化会館シオーネ）
３施設の指定管理者を令和２年４月１日から令和７年３月31
日までの５年間、「株式会社ＳＢＳプロモーション」に指定

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ×

＊議長（大石 勇）は、採決には参加しません
＊ＡＭＫ▶アクティブマネジメント・公明クラブ　共掛▶共に創る掛川　至▶至誠の会　志▶志誠会　共▶日本共産党

議員名
議案名

■全会一致で可決・同意

11月定例会における審議結果一覧　11月定例会における審議結果一覧　11月定例会における審議結果一覧　
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